気象及び主要農作物等生育状況　（令和７年度第５号）

令和７年９月３０日　
農林水産部　
１．気象経過

（１）８月（1日～30日）
      全　　般：　平均気温、最高気温は、平年値及び過去5か年平均値を上回り、最低気温も平年値を上回った。日照時間については、平年値及び過去5か年平均値を大幅に上回った。降水量についても、8月17日、8月20日に集中的に雨が降ったため、平年値、過去5か年平均値を大幅に上回った。
	項　　　目
	本年
	平年値（A）
	過去5ヵ年平均値（B）
	Aとの比較
	Bとの比較

	気温（℃）
	平均気温
	25.9
	23.4
	25.2
	+2.5
	+0.7

	
	最高気温
	30.7
	27.8
	29.5
	+3.1
	+1.2

	
	最低気温
	21.8
	20.0
	22.0
	+1.8
	-0.2

	日照時間（ｈ）
	200.1
	178.2
	177.5
	+21.9
	+22.6

	降水量（mm）
	269.0
	137.5
	200.7
	+131.5
	+68.3


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※平年＝H03～R02の30年平均　：過去5ヵ年＝R02～R06
（２）９月（1日～15日）
      全　　般：　平均気温、最高気温、最低気温のいずれも、平年値及び過去5か年平均値を上回った。日照時間については、平年値をやや上回ったが、過去5か年平均を大幅に下回った。また、降水量については、平年値を大幅に下回ったが、過去5か年平均を大幅に上回った。
	項　　　目
	本年
	平年値（A）
	過去5ヵ年平均値（B）
	Aとの比較
	Bとの比較

	気温（℃）
	平均気温
	24.0
	21.3
	23.1
	+2.7
	+0.9

	
	最高気温
	29.0
	25.9
	28.0
	+3.1
	+1.0

	
	最低気温
	19.6
	17.5
	18.9
	+2.1
	+0.7

	日照時間（ｈ）
	87.3
	81.0
	107.6
	+6.3
	-20.3

	降水量（mm）
	51.0
	72.0
	35.4
	-21.0
	+15.6


[image: image1.png]R AE
—E L AE

e EFHTE
R
—a-FEREE
——FEFHTE
—— TR

— TEREN





２．水稲（9月29日現在）
（東青農林水産事務所農業普及振興室調べ）
　生育観測ほの成熟期の生育を平年（「まっしぐら」「はれわたり」は前年）と比較すると、稈長は、「青天の霹靂」は並み、「まっしぐら」は短く、「はれわたり」はやや短かった。

穂長は、「青天の霹靂」は並み、「まっしぐら」はやや長く、「はれわたり」は短かった。
㎡当たり穂数は、「青天の霹靂」は少なく、「まっしぐら」はかなり少なく、「はれわたり」はやや多かった。
9月1日現在の登熟歩合は、「青天の霹靂」は27.1ポイント、「まっしぐら」は50.6ポイント、「はれわたり」は1.7ポイント高かった。
出穂が平年よりかなり早く、出穂後も気温が平年より高く推移したことから登熟は平年より早く、青森市の刈取り始めは9月13日、最盛期は9月24日でそれぞれ平年より8日早くなっている。
病害虫の発生は、斑点米カメムシ類は例年よりやや多めであったが、いもち病や稲こうじ病等は少なかった。
	品種名
	年次
	出穂期
	成熟期
	籾数
	登熟
歩合
9月
1日
(％)

	
	
	
	稈長
(cm)
	穂長
(cm)
	穂数
(本/株)
	㎡穂数
(本/㎡)
	穂
(粒)
	株
(粒)
	㎡
(粒)
	

	青天の霹靂
	2025
	7/26
	79.1
	18.9
	16.9
	372
	75.5
	1,269
	28,032
	87.6

	
	平年
	8/3
	78.9
	18.9
	17.7
	390
	77.7
	1,380
	30,289
	60.5

	まっしぐら
	2025
	7/29
	87.8
	20.0
	20.8
	337
	86.6
	1,801
	29,184
	93.7

	
	前年
	7/28
	92.5
	18.4
	36.5
	606
	83.8
	3,059
	50,783
	43.1

	はれわたり
	2025
	7/28
	87.0
	17.9
	19.5
	432
	85.0
	1,667
	36,857
	79.6

	
	前年
	7/30
	89.6
	18.8
	19.0
	417
	80.4
	1,529
	33,509
	77.9


※「青天の霹靂」（青森市内４地点の平均）の平年値は、H27～R6の10か年平均値。
※「まっしぐら」（青森市浪岡下十川）、「はれわたり」（青森市内2地点平均）は、平年値が無いため前年値を記載。
※「まっしぐら」は、前年と異なる圃場を調査。
３．野　菜（9月27日現在）

（農業政策課調べ）
（１）トマト

早植え栽培については、収穫段は過去5か年平均をやや上回り、草丈、着果段は概ね過去5か年平均並みの生育状況である。既に摘心済で、現在5～8段目を収穫中である。
中植え栽培については、草丈、着果段が過去5か年平均を下回っているが、収穫段は過去5か年平均を上回った。現在5～8段目を収穫中である。
	早植え（半促成）栽培
	草丈（ｃｍ）
	着果段数
	収穫段数

	本　　年
	３０１．３
	１１．4
	９．７

	過去５ヵ年平均
	３０３．２
	１１．８
	９．３


	中植え（夏秋）栽培
	草丈（ｃｍ）
	着果段数
	収穫段数

	本　　年
	２３０．９
	７．１
	６．１

	過去５ヵ年平均
	２５５．２
	８．５
	５．５


　　　※草丈約180cmでＵターンし、摘芯済み
（２）ピーマン
草丈が過去5か年平均を大きく上回り、開花段は過去5か年平均をやや上回り、着果段は概ね過去5か年平均並みである。現在10～12段目の花が開花しており、5～8段目が収穫期となっている。
	
	草丈（ｃｍ）
	開花段数
	着果段数

	本　　年
	９６．４
	１０．８
	８．０

	過去５ヵ年平均
	８６．１
	１０．３
	８．４


４．果　樹（リンゴ）（9月2４日現在）

（東青農林水産事務所農業普及振興室調べ）
　　　9月21日調査時点の果実横径は、浪岡のふじが8.0cm（平年比99％）、田茂木野のふじが8.1cm（平年比97％）で平年をやや下回っている。
　　　また、つがるは収穫済みであり、王林についても平年をやや下回っている。
　　　早い園地では9月22日頃から早生ふじ、トキの収穫が始まった。
　　　未熟なリンゴの早出しを避けるため、着色や食味を確認しながら自園地の熟度の進みに合わせて、適期での収穫を心掛ける必要がある。
	　　
	　　　区分

品種
	果実横径（9/21調査時点、cm）

	
	
	本年
	平年
	前年
	平年比

	青森

地区
	ふじ
	8.1
	8.4
	8.8
	97%

	
	つがる
	－
	－
	－
	－

	浪岡

地区
	ふじ
	8.0
	8.1
	8.8
	99%

	
	つがる
	－
	－
	－
	-

	
	王林
	7.8
	7.9
	7.8
	99%


５．水　産
（水産振興センター調べ）

（１）水温経過（9月15日現在）

　　水産振興センター沖の水温は9月以降もはなはだ高く推移しており、現在の平均水温は25.8℃、平年比+3.0℃である。※R6：25.1℃、R5：26.2℃
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（２）ホタテガイ養殖作業と今後の見込みについて

　今夏の水温は平年よりも高い状況が続いており、現在も水温が高いことから、稚貝の分散作業は10月以降にずれ込む見込み。
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